
第 12回 鎌倉のごみ減量をすすめる会全体会の概要 

 

日 時  令和元年５月９日(木) 14:00～15:00 

場 所  鎌倉市役所 本庁舎 全員協議会室 

出席者  会 員 ８名（全員参加） 

     鎌倉市 

      能條環境部長、髙橋環境部次長兼ごみ減量対策課担当課長 

      不破ごみ減量対策課担当課長、 

      月花ごみ減量対策課担当係長、石井環境指導監 

國井ごみ減量対策課担当職員、喜安ごみ減量対策課担当職員 

配布資料 ・第 12回 鎌倉のごみ減量をすすめる会全体会次第 

     ・鎌倉のごみ減量をすすめる会設置要綱 

     ・将来のごみ処理体制についての方針 

議 題  １．2019年度代表、副代表の選任及び運営委員、事務局の選出 

２．各個別行動チームの平成 30年度活動経過報告      

※本年度活動計画については、第１回運営委員会にて報告することになった。 

      (1) 広報チーム     

  (2) 発生抑制チーム 

３．市からの今後のごみ処理体制についての説明 

４．その他 

 

主な内容 

１．2019年度代表及び副代表の選任 

代表については小島氏、副代表については岩田氏が選任され、事務局の担当は佐久

間氏になった。また、運営委員については会員が少人数であることを踏まえ、選任は

せず、全員で運営していくこととなった。 

 

２．各個別行動チームの平成 30年度活動経過報告 

生ごみ減量チームとしては会員数減少のため、活動しないこととした。   

（1）発生抑制チーム 

   一般市民を対象とした「発生抑制」に関するセミナーの実施（11 月 17 日「どう

減らす?使い捨てプラスチック」水 Do!ネットワークと共催）や、鎌人いち場（5月

20日）にて「鎌倉市の資源物とごみの流れ」のパネルの展示を行い、市民への啓発

を行った。また、事業者訪問への同行や市民委員間での意見交換などを行った。 

 

（2）広報チーム 

   ホームページを５回更新した。イベントについては特集としてその写真を掲載し

た。 



３．市からの今後のごみ処理体制についての説明 

  能條部長より、新焼却施設の建設から、焼却施設を建設せずにゼロ･ウェイストを

目指していく方針転換の経過について説明した。また、詳細な内容については石井環

境指導監より説明した。 

 

４．その他 

 ・今後もごみ処理体制について運営委員会で確認したいとの意見があった。 

 ・ＬＩＮＥによるごみ出しの案内を開始した旨を会員に紹介した。 

 ・次回運営員会については７月１日（月）午後に開催することとなった。 

以上 


